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(

三
.一
五〕

雜

錄
利
子
少
合
と
愤
傲

.

.

.

.

. 

-

,

.

期
間
に
比
例
せ
る
を
觀
る
。

次
に
利
子
^
合

が一

制
に
騰
貴
せ
ば
、
此
等
财
货
の 

现
偕
：は
皆
幾
分
か
減
少
す
る
に
至
る
も
の
な
る
が
、
其 

i

:
のf

獲
も
亦
各
^

^
の
®

期
即
に
比
.例
：せ
6
 

o 

' 

靜
言
す
れ
‘ば
、
#
鑛
.年

限

め

.
•
長

き

财

貨

は

最

も

多

く

下
 

落
し
、
短
き
も
，の
は
其
下
落
の
程
度
比̂

^
少
な
し
。 

利
乎
步
合
が
之
校
反
し
て
ニ
分
五
厘
に
低
落
せば、
各 

财
货
は
，皆
多
少
騰
貴
す
可
し
。
例
へ
ば
土
地
は
刺
子
步 

合
が
五
分
な
ら
ば
一I

千
圓
な
る
に
、
ニ
分
五
.厘
に
下
落 

せ
ば
、
其
現
惯
は
四
千_
に
朦
赀
す
る
：な
6
。
而
か
も
，
 

各
^

^
は

赀一

欉
：に
土
地
_の
'如
< 
一|倍
“
，騰
貴
す
る
乙

.
 

ビ
な
ぐ
し
て
、
其
.程
.度
は
.持
緻
期
間
、
換
言
す
れ
ば
割 

别
年
限
に
準
じ
て
土
地
に
於
对
る
ょP

は
輕
微
*

t

 

瑜
ロ
|]
1
の
如
ぐ
單
'{
:1

ヶ
，年
間
に
對
し
で
割
引
甘
ら
る
、 

も
の
に
在
り
て
は
騰
貴
の.程
度
最
も
®
し
'。
由
是
«
之
. 

利
子
步
合
歳
货
は
.財
貨
を
下
.落
せ
し
め
、
刺
.子
步
合 

レ
.低

-&
:«
财
货
.の
促
格
を
'
^
.騰
せ
し
む
.る
■の
/傾
向
を
有
' 

す
^
ネ
の
杧し

.：：

て
、
' 旦
ぅ
各
其
騰
落
め
藉
度
は
財
貨0
_
:

第二號一四四

持
續
期
間
の
長
短
に
比
例
す
る
す
令
も
の
な&
ビ
す
。

_
,勿
論
實
際
.に
は
；利
子
步
合
の*
貴
せ
る
S

同
時
に
物 

價
の
'騰
貴
す
る
こVJ

稀
な
6 VJ

せ
ず
。
.目
下
歐
洲
犬
戰 

亂
の
影
響
を
蒙
&
:て
各
國
に
於
：で
利
子
步#
1£
に
^

_
 

I

は
戰
前
に
比
し
で
二
般
に
騰
貴
せ
る
が
如
し
。
さrt
ど 

\

此
現
象
た
る
や
以
上
吾
人
の
說
述
せ
る
原
則
ビ
何
等
街 

\

突
す
る
所
な
き
も
の
なbv

j

す
。
上
文
に
於
て
利
子
步

|

せ
し
は
、
財
貨
め
f

價
値
に
何
等
の
變
萸
を
來
⑴
さ 

I
.

る
^
ビ
を
前
提
-̂

せ
る
も
，の
な
6 

0さ
れ
ど
此
|*
明

1®

\

値
た
る
.や
利
子
步
.合
が
時
々
刻
々
變
動
し
て
±
ま
ざ
る 

\
ミ
同
じ
く
時VJ:

し
て
は
#
加
し
、
觅
時
ミ
し
t
は
歲
少 

\

す
る
も
の
な
6
ど
：す
。
目
：下
戦
：爭
並
に
戰
爭
の
譲
成
せ 

'
る
好
豪
氣
のI

結
果
ど
し
で
諸
種
财
貨
の
效
用
亂
ち
其 

使
用
價
値
大
に
增
加.せ
る
.の
み
#
ら
ず
、
其
.增
加
の
程 

度
が
刺
子
步
合
騰
貴
の
程
度
に
優
る
所
あ
る
を
以
て
物 

價

は
1
般
^
.騰
貴
す
杏
に
：萊
れ
杏
も
の̂
:6;
:
$す

？

:

社

許

：V」

翁

介

フ
ォ
ン
ふ
；

著『

支

那

經

濟

財

政

論』 

w
'

 v. 

Kries, uevwr- volkslund 

Staats 

hauslialt Chinas.

支
那
は
我
邦
の
經
濟
的
寶
庫
な
り
、
而
し
て
此
寶
庫 

の
鏈
は
單
に「

日
支
親
善」

又
た

は「

同
®
^
*」

等 

を
®,
返
す
.

M

 

に
ょ
て
求
め
ら
る
.、
も
の
に
あ
ら
す 

1且
し
く
冷
^
に
硏
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
然
炉
も
之
れ 

が
硏
究
に
當
つ
■て
最
近
の
財
政
經
濟
に
對
す
る
極
め
..て 

簡
勁
に
し
て
，M
好
の
參
考
書
な
か
b
し
は
吾
入
の
.遺
«
 

ビ
せ
し
處
な
6
し
が
、
今
本
著
出
づ
る
：に
及
びT

S
A; 

の
要
求
は
略
ぼ
充
だ
さ
れ
し
の
感
ぁ
り
。

- 

■
本
書
は
先
づ
總
論
ビ#■
«&
:ど
に
'分
た
れ
、
著
者
は
主 

VJ

し
て
前
^
に
於
で
支
那
其
*
の
現
時
に
於
け
'る1業 

及
農
業
に
就
き
て
a
述
し
、
即
ち
與
ら
原
料
品
輸
出
國 

た

る

同

國

に

て

所

！

i

新
式
の
工
業
は
單
に
漢
ロ
の 

-

第
十M

卷

ハ

三M
O

批
評
と
紹
介
'

如
ぎ
上
海
の
如
.き
開
*
地
に
見
る
瑰
象
に
過
ぎ
ず
、

VJ, 

な
し
，
又
た
農
業
に
關
し
て
は
、
著
者
は
冏
國.の
國
K 

經
濟
上
、
：
此
座
業
を
重
要
視
し
、
殊
に
之
れ
が
改
善
策 

ビ

し
汗
交
通
機
關
殊
に
道
路
及
水
路
の
改
修
ビ
土
地
耕 

j

作
法
の
改
良VJ、

農
業
資
金
の
澗
澤
な
ら
ん
乙
ぐ
を
以 

一
て
せ
6
、
更U

各
論
V
Cし
て
は
、
先
づ
商
業
及
關
秘
政 

|

策
の
條
項
に
於
て
、
現
時
、
闾»
の
關
稅
に
屑
る
1

 

j

は
銀
棚
場
の
：下
落VJ 

i

面
注
產
物
の
價
格
が
騰
貴
せ
し 

\

乙
€

は
多
く
の
場
合
を
通
：じ
て
從
價
袼
の
五

「

パ
I

セ 

\

ン
ト」

な
る
關
*
率
を
|
1
|~1
バ
.
|セ
ゾ

ト」

乃
至 
一
一j

パー

 

j

セ
ン
ト」

t
低
下
せ
.し
む
る
に
至
れ
り
、M
に
第
一
一
の 

ra
s
V
Jし
て
は
、

內
地
収
引
及
課
稅 

\ 

U

し
て
以
上
の
條
埤
の
下
に
著
者
が0
^

 

L

0

は
先
づ 

'支
那
其
者
の
：隞
沖
收
人
にm
き
て
千
九
锊
十
六
％
0
豫 

箅
表
、
地
租
、
鹽
專
賣
、_
税(

海
關
税
及
內
地
關
稅)

等 

を
.述
べ
、
次
ぎ
に
は
詉
栊
組_

3
內
地
關
稅
®

^

^
 

び
、
觅
に
轉
じ
て
支
那
其*
に
於
け
る
.內
地
商
業
の
形 

式
、，
價
做
、
特
色
を
論
じ
、
殊
に
最
後
の
場

<
=

の
如
き

第

二

號
5

五



：\ トV,

1  
，4 リミ;

批
？

紹
介

は
南
方
支
那
、
W
部
支
那
、
中
部
支
那
、
東-邵
支
J5
、 

北
來
部
支
那
、
北
西
部
支
：那
、
滿
洲
に
分
ち
て
立
論
し 

終
k
に
財
政
上
に
於
け
：る
瑰
時
の
重
喪
な
る
改
革
問
題 

を
.間
接
的
方
法
：V
Jrt
接
的
方
法
ど
に
分
ち
、
前
者
の
下 

に
本
位
制
度
(£
內
地
關
稅
を
論
：じ
、
後
者
の
下
に
稅
關 

を
減
少
せ
し
む
る

乙

ど
、
其
他
、
^
«
ヾ
し
し
て
の
內
地
關 

税
を
論
■じ
、

一
步
を
進
め
て
將
來
に
於
け
る
關
税

：

及
租 

稅
制
度
に
及
び
、
殊
に
直
接
税S
間
接
税V

J

に
論
及
せ 

6
,
、

吾

人

は

我

邦

の

讀

書

子

に

し

て

支

^

*

近

の

財

政
 

經
濟
の
狀
態
を
知
ら
ん.
£す
る
士
.に
、
本
書
を
紹
介
せ 

ん
ど
欲
す
。

(

阿
部
秀
助)

第

二
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四
六 

「

b4phemerides」
M
a
g
®
j
l

一
行
目「EXHPCOtion

LrXJ 
あ 

る
は一—EXPKCaton」

、

第

一

三

六

頁

7

^

十
ニ
|1
;
自
§
ビ 

あ
る
はO

U
、

第

二rj

七
頁
下
段
三
行
.目「

純
收
ffi

J
V
J

あ 

る
は
.

j

純
收
獲」

、：，第I

三
九
頁
上
段
六
行
目「

適
當
し
ど 

あ
る
は「

過
當」

、第

1

、四
〇
頁
上
段
十
一
一
行
目

「

法
則」

 

V
J

あ
る
は「

法
規」

の
誤
：に
就
き
訂
疋
す"

IE
<

勢

前
號
雜
錄
櫊
所
栽「

フ
•ラ
ン
ソ

ァ

，
，
ヶ

ネ

ー

の

經

濟

論
」 

中

第I 

ニ
六
頁
下
段
七
行
目「

出
血
>

あ
る
は「

放
血」 

第

一一一
七
頁
下
段
十
八
行
目

「

無
價」

V
J

あ
る
は「

無
償」

 

第

r

一一一一
一

寅
下
段
九
^
目「

m
a
u
n
j

 v
j

あ
る
は「

m
a
u
r
」

 

第
.一
三
五
寅
上
段
ニ
行
目「E

p
h
&
n
6
n
d
e
s

L-V」

あ
る
ば

m

法
珙
博
土

酸
腿
義
塾 

大
學
教
授

〇

英

國

兗

換

制

度

の

'
將

來
 

〇
ジ
ン
フ
エ
ィ
ン
の
叛
亂

(

下)

〇
歐
洲
大
戰
の
責
任(一

)

雜

錄

〇

英

國

の

.食

料

及

び

原

料

〇
大
戦
前
の
删
逸
の
政
策

0
ア
ラ
ン
.ソ
r
®ケ

ネ

の
.

經

濟

論

'

〇
戰
後
の
獨
逸
と
內
地
移
民

i
l

l
l

l

 

〇
グ
レ
.、ゾ'ャ
ム
の
法
則
^
德
川
時 

代
の
經
濟
學
說.

◦

戰

後

の

刺

子

步

合

火
羅
敢
授

法
學
傅
十
；

I

s

大
囊
授
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一 
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增

井

幸

雄 

高
城
仙
次
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定
價

金

：n

錢
郵
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金
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五
m

ケ
年

前
金

JJム

圓
七
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囘
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發
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禁 
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丁

目

一
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編
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發
行
教
芯
田
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太
部
一 

0

京
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.ii
i
し
麻
布
區
雒
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町
七
十
五
番
地

i 

印刷
教，

'

:

余
子
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郎
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诋
M
市
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坂
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s
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目
四
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尙
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